
 

 

  ２０２１年度事業報告書 

２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人ワンダーアート 

 

 

１ 事業の成果 

 

  障がい児者と家族対象の芸術文化活動を推進するアートスタジオ運営事業のほか、新規事業に向けた体制づくり

や申請手続きを行った。また、病児支援の活動には過去最高の参加者が集まった。コロナ禍や地震の影響により、一

部活動に人数制限や開催時期の変更を余儀なくされたが、計画通りの事業を実施することが出来た。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 

（1）障がい児者と家族対象の芸術文化活動を推進するアートスタジオ運営事業 

スタジオ運営も６年目に入った。小学生から 20代までが通うボーダレスアートクラスは 81回の活動を行い、 

416人が参加した。 

 

（2）障がい児者の芸術文化活動による自立支援事業 

障がい福祉サービスの始動に向けた仙台市への指定申請手続きを行った。 

見学・体験者の受入も続き、59人が利用した。活動日数／18日 

 

（３）医療施設における障がい児者、病児者対象の芸術文化活動を通じた支援事業 

    入院患児に手作りのメッセージカードを贈る『クリスマスカードプロジェクト』をWonder Art Productionとの共催事業

として行った。6,055枚のカードが集まり、全国60病院に贈呈した。 

 

＜カード寄贈先病院＞ 

北海道立子ども総合医療・療育センター 弘前大学医学部附属病院 国立病院機構盛岡医療センター 国立病院機構花巻病院 国立病

院機構岩手病院 国立病院機構釜石病院 東北大学病院 国立病院機構宮城病院 宮城県立こども病院 仙台赤十字病院 国立病院機

構仙台西多賀病院 仙台市立病院 仙台エコー医療療育センター 秋田大学医学部附属病院 山形大学医学部附属病院 山形こども医

療療育センター 国立病院機構米沢病院 米沢市立病院 国立病院機構山形病院 細谷醫院 福島県立医科大学附属病院 筑波大学附

属病院 自治医科大学とちぎ子ども医療センター 国立病院機構渋川医療センター 埼玉県立小児医療センター さいたま市民医療セ

ンター 国立病院機構下志津病院 千葉大学医学部付属病院 国立国際医療研究センター 聖路加国際病院  東京大学医学部附属病

院  東京小児療育病院  神奈川県立こども医療センター  新潟県立がんセンター 国立病院機構富山病院 国立病院機構北陸病院 

金沢医科大学病院 国立病院機構敦賀医療センター 長野県立こども病院 国立病院機構まつもと医療センター 岐阜大学医学部附属

病院 国立病院機構豊橋医療センター 国立病院機構三重病院 滋賀県立小児保健医療センター 京都大学医学部附属病院 兵庫県立

こども病院 和歌山県立医科大学附属病院 鳥取大学医学部附属病院 鳥取県立総合療育センター 国立病院機構松江医療センター 

白髪胃腸科内科小児科 国立病院機構東徳島医療センター 四国こどもとおとなの医療センター 国立病院機構高知病院 国立病院機

構福岡病院 熊本大学病院 熊本赤十字病院 大分こども病院 鹿児島市立病院 国立病院機構南九州病院 沖縄県立南部医療センタ

ー・子ども医療センター 国立病院機構琉球病院 

 

 

 



 

（４）災害被災地での芸術文化活動を通じた支援事業 

岩手県大船渡市、宮城県仙台市、福島県南相馬市における活動を計７回行い、150人が参加した。 

 

▸宮城県仙台市 宮城県立聴覚支援学校 

休止を余儀なくされていた活動が 2 年ぶりに再開。早期支援クラスの幼児とご家族対象に、のびのび色を楽しむア

ートプログラムを開催した。活き活きと夢中で描く子どもたちの姿に、新たな発見や驚き、喜びがあったと、効果が報

告 された。 

 

▸岩手県大船渡市『Happy Summer Art』  

恒例の夏のイベント。前年に続き、屋外で定員を半分にして開催。のびのびとしたアート体験が、子どもたちのリフ

レッシュに繋がった。地元高校生ボランティアの皆さんが数多く参加し、会場を盛り上げた。 

 

▸福島県南相馬市『Happy Ｍerry Christmas』  

障がいのある子どもとご家族を対象にした、6 年目のプログラム。みんなでアートを楽しみ、サンタの登場に胸を躍

らせた。毎年参加している子どもたちとの交流を温めた。 

 

 

（５）その他 上記事業成果物（作品）の公開・発表・紹介、及び啓発事業 

 

▸『世界一美しい昆虫展2021』展示協力、作品出品 

会期：2021年7月10日〜9月6日 

会場：ハウステンボス美術館 

主催：ハウステンボス 

 

▸《第4回 障害のある人と芸術文化活動に関する大見本市「きいて、みて、しって、見本市。」》出展 

会期：2022年2月4日～ 8日 

会場：せんだいメディアテーク１階オープンスクエア 

主催：SOUP（障害者芸術活動支援センター＠宮城） 

 

▸ARTS for HOPE 10年展『希望へつなぐアート』 

会期：2021年3月24日〜26日 

会場：南相馬市民文化会館ゆめはっと 

主催：ARTS for HOPE 

 

３ その他 

 

（1） 講演事業（高橋雅子） 

 

▸SOUP（障害者芸術活動支援センター＠宮城） ＊会場＋オンライン配信 

▶宮城県子ども総合センター（まなウェルみやぎ／名取） 

 宮城県子ども総合センター（マルホンまきあーとテラス／石巻） 

▶アーツカウンシル新潟 ＊ZOOM開催 

 

 

 

 



（２）連携団体 

・宮城県立聴覚支援学校（アートプログラムの提供） 

・おひさまクラブ（アートプログラムの提供＊南相馬の障がい児の子育てサークル） 

・仙台市立荒町小学校（子どもたちの課外授業受入） 

・きおっちょら（特別レッスンの提供＊障がい者の自立訓練施設） 

・アートシーズ（施設貸し出し＊障がい者のアート団体） 

・おもいやライフ（見学・体験者受入＊障がい者の相談支援事業所） 

・第一学院高等学校仙台キャンパス（学生のボランティア参加） 

・認定NPO法人Switch（利用者のボランティア参加） 

・福島県立原町高等学校（学生のボランティア参加） 

・大船渡市社会福祉協議会（学生ボランティアの参加） 

・ハウステンボス美術館（作品展示） 

・SOUP（障害者芸術活動支援センター@宮城）（活動の展示紹介） 

 

 


